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株式会社オフィスen 代表取締役

全国野鳥保護の集い（山口県） アイス甲子園（シーモール専門店街）

薩長連携シンポジウム（下関市）
長府企業フェスタ（実行委員会）

イベント企画
行政イベント 販売促進

地域・お祭り 4



エキマチ下関推進協議会 事務局ディレクター

エキマチ下関イルミネーション プロジェクションマッピング

オープンカフェ・ランチタイムコンサート エキマチマルシェ

まちづくり
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チーム八重子のハミング プロデューサー

劇場公開映画「八重子のハミング」

映画製作
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2.エキマチ下関推進協議会
とは
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下関駅にぎわいプロジェクト 現在の状況写真（抜粋）
2014.7.5●シネマサンシャイン下関

●西口駅前広場

2015.3.30●東口駅前広場

●自転車駐輪場

●原付等駐車場
2014.4.1●ふくふくこども館2014.3.16●リピエ下関●下関駅東西通路

2014.7.5●南駐車場

●下関駅南駐車場

2014.3.16●JR下関駅ビル
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エキマチ下関推進協議会 設立 2014.4.24
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エキマチ下関推進協議会 会員企業13社

1.シーモール専門店街

2.㈱下関大丸

3.ノートルダム下関

4.下関商業開発㈱

5.リピエ下関

6.シーモールエスト

7.シネマサンシャイン下関

8.㈱下関駅名店街

9.ヴィアイン下関

10.西中国信用金庫

11.㈱山口銀行

12.海峡メッセ下関

13.シーモール商事㈱
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目指す将来の目標像

「歩いて楽しい私たちのまち」

当該地域内および周辺の環境変化に対応し、地区の競争⼒を⾼め、集客⼒を
アップするためには、様々な主体（事業者、住⺠、自治体、個人）が⼀致協⼒
して、⼀体となって取り組む必要があります。
エキマチ下関が目指す将来の目標像とは…

歩く人が最優先のまち、人を⼤切にするまち、エリアの魅⼒を存分に堪能できるまちへ。
1

「ツナガルことがココチいいまち」
エリア内に文化、エンターテイメント、ショッピングなどの様々な機能が集積しているエリアだ
からこそ、共同プロモーションを実施するなど、連携することで住⺠サービスが⼤幅にアップし、
魅⼒的なまちに変⾝する。

2

「にぎわい空間を創造するまち」3

環境整備・美化運動やフリンジパーキング、公共交通機関の利用促進キャンペーンなど

共同販促プロモーションや防犯防災活動など

エキマチコンシェルの育成と活動、情報発信やおもてなしの案内業務など
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3.にぎわい創出
ランチタイムコンサート
はんどめいどマーケット

プロジェクションマッピング
2017オータムフェス
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プレイベント・オープニングフェスタ パンフ
レット
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プレイベント 2013.11.23
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オープニングフェスタ 2014.3.16
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ランチタイムコンサート
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ランチタイムコンサート

17

ランチタイムコンサート＆オープンカ
フェ
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フリーマーケット
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ランチマップ製作
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プロジェクションマッピング
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プロジェクションマッピング
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プロジェクションマッピング
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2017オータムフェス
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2017オータムフェス エキマチマルシェ
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2017オータムフェス ランチタイムコンサー
ト
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2017オータムフェス エキマチマルシェ
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2017オータムフェス エキマチマルシェ
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2017オータムフェス エキマチマルシェ
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2017オータムフェス エキマチマルシェ
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4.環境デザイン

エキマチ下関イルミネーション

環境整備
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ポスター・チラシ
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天使カメラ
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イルミネーション
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イルミネーション
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イルミネーション
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